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	1. GP04:分配的正義(1):自由権
個人の自由と分配問題
国家権力とその正当化
リバタリアニズムの正義
税金は何のためにあるべきなのか
グローバル政治論(globalpolitics,tcue2023
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. 功利主義と分配問題
経済的不平等1: アーノルド／サラー／ワタルはある社会で暮らしている。月収はアーノルド250万
円、サラー25万円、ワタル2.5万円である。経済的不平等は是正されるべきか。
経済的不平等2： アーノルド／サラー／ワタルは別々の社会で暮らしている。特にワタルが暮らして
いる社会は経済発展に乏しい社会である。月収はアーノルド250万円、サラー25万円、ワタル2.5万円
である。経済的不平等は是正されるべきか。
功利主義の回答は？
・個人や社会にとって望ましい帰結は存在する
・経済的不平等1・経済的不平等2を問わず、誰かが富や財産を独占し続けるよりもその一部
を移転した方が社会全体の幸福を最大化するので正しい
GP04:前回の復習(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. パターナリズム(paternalism)
他者や国家が、あなたの利益になるからという理由で個人の自由を干渉したりその決定を代
理すること
本人の自由を尊重せずに干渉したり決定を代理することの不正さを説明する
個人の自由はなぜ尊重するべきなの？
(1)多様な生き方を認める方が社会全体にとってよいから
(2)個人は自分なりの幸福を追求する自律的主体だから
1.この講義では、自律(autonomy)は「自分なりの生き方を追求することまたはその能
力」という定義を採用した。つまり人間は自分なりの生き方を追求するものであるか
ら、他人の生き方に介入するのは良くないというわけだ。
GP04:前回の復習(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. 介入する理由vs.本人の自由
個人と個人のあいだのパターナリズム
両親が子供の生き方に介入、子供が親の生き方に介入
国家と個人のあいだのパターナリズム
国家が個人の生き方に介入（e.g.公衆衛生、ギャンブル、ドラッグ）
→当事者や社会にとって合理的な判断でも個人の生き方や価値を強制できない
情報を開示したうえで本人を納得させることが原則になる
2.これはまったく強制できないということを含意しない。例えば前回の講義では、社会
全体の幸福を下げる場合や自律的主体としての能力を満たさない場合などの例外的な介
入が認められる可能性があることを指摘した。
GP04:前回の復習(3)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. 介入する理由vs.本人の自由（B）
他の集団の文化や伝統に介入できるのか？
e.g.アフリカの性器切除やイスラムの石打ちの刑、日本の捕鯨文化
他の国家の政治に介入できるのか？
e.g.香港やロシアでの民主的なプロセスの形骸化
→（A）と（B）に一貫して適用される
当事者や社会にとって合理的な判断でも個人の生き方や価値を強制できない
→とくに正統な国家への介入は「内政不干渉」として禁止される
3.国家の正統性条件の他、内政不干渉を乗り越える事例については後日の講義で取り扱
う。
GP04:前回の復習(4)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. 個人の自由と分配問題
経済的不平等1: アーノルド／サラー／ワタルはある社会で暮らしている。月収はアーノルド250万
円、サラー25万円、ワタル2.5万円である。経済的不平等は是正されるべきか。
経済的不平等2： アーノルド／サラー／ワタルは別々の社会で暮らしている。特にワタルが暮らして
いる社会は経済発展に乏しい社会である。月収はアーノルド250万円、サラー25万円、ワタル2.5万円
である。経済的不平等は是正されるべきか。
→個人の自由を尊重することは？（さしあたり経済的不平等2は無視しておく）
1.経済的不平等1の是正を擁護する？
2.経済的不平等1は是正を擁護しない？
GP04:前回の復習(4)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. 国家の正当化と自由権：リバタリアニズム
1.国家の正当化と三つのイメージ
2.リバタリアニズム（自由至上主義）とその国家像
3.リバタリアニズム（自由至上主義）の政策的含意
GP04:今週のベーシック：分配的正義(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. 国家とは？
権力を行使する制度：国家は（法や政策、軍事力を通じて）あなたの自由を制限するしあな
たの生き方を認めたり認めなかったりする
e.g.「自動車は左側通行」：右側通行する自由は制限される
「消費税10%」：消費税を支払わない自由は制限される
「結婚は異性婚のみ」：同性婚をする自由は制限される
→個人の自由が尊重されるべきなら...国家ないしその権力はなぜ必要なのか？
4.これは国家の記述的な定義である。
GP04:まずは簡単な確認から
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. 王権神授説
国家ないし王様の権力は神的権威に基づくという考え方のこと
→近代以前の有力な国家観（e.g.日本では戦前までこの国家観）
a.えらいひとには服従しなきゃいけない
b.神様はえらい、さらに神様に認められた王様もえらい
c.よってみんなは王様に服従しなきゃいけない
→何が問題であるのか？
出発点は神様。国家の正当性はその権威に基づく。
国家（君主や教皇）の権力はほぼ無制限に行使される
(1)個人の自由や生き方はその時の君主や教皇の裁量によって決まる
(2)国家（君主や教皇）の横暴に対しても服従するしかない
GP04:歴史的な背景(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. 社会契約論
国家とその権力は個人の契約に基づくという考え方のこと
→近代的な国家ないし法律観
a.個人は生まれながらに自由である（＝自然権）cf.人権論
b.自分だけで自由を守るのはキツい（＝自然状態）
c.みんなで自由を守ってくれるルールに契約しよう！
（d.よって個人は契約の範囲では服従しなきゃいけない）
→何が画期的であるのか？
出発点は個人。国家の正当性は個人にとっての国家の必要性に基づく。
国家は神的権威ではなく個人が契約して作り上げた政治制度である
国家（政治家）の権力は契約により認められた範囲で行使される
GP04:歴史的な背景(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. 分配的正義(distributivejustice)とは？
近代的な国家は、個人の自由を守るために権力を行使する制度であるとすると...
→どのような自由を守るルールであれば同意できるのか？という点になる
このルールとは？：＜分配的正義＞（来週もう少ししっかり定義します）
どのような自由を＜権利(rights)＞として保障するのが正しいのか
そのための負担を＜義務(duties)＞として受け入れるのが正しいのか
→なぜ重要なのか？
個人に認められる利益とそのための負担をハッキリさせるから
国家の権力がどのような理由で行使されるべきなのかをハッキリさせるから
GP04:分配的正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. リバタリアニズム（自由至上主義）とは？
自由権、とくに経済的自由を中心とした自由主義的な社会を擁護する考え方
1.分配的正義の1つの考え方である
2.自由権、とりわけ所有権を保障するべきと主張している
3.国家権力を所有権の保障に限定する最小国家を擁護している
→とりわけ2〜3はJ.ロック「自己所有権」を根拠にしている
5.自由権は、経済的自由の他、人身の自由や思想や信教、表現の自由を指す。
GP04:リバタリアニズムの基本的な特徴
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. J.ロック『市民政府論』(1689年)
・君主や教皇の横暴から商人たちの土地や財産を守らなければならない
・人間の生まれながらの自由:R1を出発点にして経済的自由を擁護できると考えた
R1:自己所有権(self-ownership):
精神と身体は自分のものであり誰のものでもないとする権利
R2:私的所有権(privateownership) :
自分の身体による労働を通じて得た成果を所有する権利
6.R1→R2の導出についてはnotion上の資料1を参照のこと。
GP04：J.ロックの「自己所有権」とは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. ゼミでの実績とケーキ分配
アーノルド／サラー／ワタルは大学生として同じゼミに所属している。担当教員が学生のゼミ運営に
報いるためケーキを購入してくれたとしよう。この教員は「このケーキは、レジュメ作成や発言回数
といった個人の実績に応じて分配するべきである」と考えている。この分配ルールに基づけば、ケー
キの割り当ては、アーノルド／サラー／ワタルの順であり、発言回数が少ないワタルに割り当てられ
るケーキは僅かである。
GP04：所有権を中心とした社会とは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	15. 代表論者：R.ノージック『アナーキー・国家・ユートピア』(1974年)
正しい国家は、下記の経済的自由（R1/R2/R3）を保障する警察権や司法権、その他の公共財
の供給などに限定された「最小国家」である
R1.自己所有権
R2.私的所有権
R3.自由な契約に基づく所有物の移転（物の売買）
→ということは？
国家の権力は所有権を保障する範囲で認められる。よって、経済的不平等を是正するための
課税制度は、個人の所有権を侵害する点において不正である。
7.最小国家の成立過程についてはnotion上の資料2を参照のこと。
GP04：リバタリアニズムの正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	16. 個人の自由を（強力な形で）擁護している
e.g.奴隷制の否定、安楽死合法化、売春合法化、臓器売買合法化
国家権力は小さくして市場に任せる（なぜ市場がよいのかは別の議論あり）
e.g.公共事業の民営化
国家による市場への介入には反対
e.g.福祉国家批判、途上国に対する援助政策に対する批判
→1970年代後半から80年代アメリカでの再分配政策による財政悪化という背景があり、現在
の共和党支持者の一部でも根強く支持される理論的な立場
8.臓器売買の合法化は（現在の多くの先進国では合法ではないし）多くのひとの直観
に反する政策であるが、自己所有権の堅牢さを前提にするとなかなか否定しがたい
政策的な含意である。この点については森村進『自由はどこまで可能か：リバタリ
アニズム入門』講談社現代新書を参照のこと。
GP04:リバタリアニズムの政策的な含意
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	17. リバタリアニズムが直観と合致するのかを確認する
合致する：直観を裏付ける議論の獲得
合致しない：直観か議論のどちらかが要修正
リバタリアニズムに修正を迫る
リバタリアニズムによる議論で納得できない点は？
GP04:リバタリアニズムを検証してみよう
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	18. 税金は何のためにあるべきなのか？
経済的不平等1: アーノルド／サラー／ワタルはある社会で暮らしている。月収はアーノルド250万
円、サラー25万円、ワタル2.5万円である。経済的不平等は是正されるべきか。
アーノルドの収入に関する情報の追加 :  アーノルドは素晴らしいフットボールプレイヤーである。
ファンは彼のプレイを観るために喜んでチケット代を払っている。アーノルドの月収は、このチケッ
ト代の一部を得たことによる結果である。
a.アーノルドは経済的不平等を是正する国家に税金を支払う義務がある
b.アーノルドは慈善による寄付をしたらよいが国家に税金を支払う義務はない
11.ノージック自身は当時のアメリカで有名なバスケットボール選手を引き合いに出して
いる（R.ノージック『アナーキー・国家・ユートピア』木鐸社）。
GP04:検証事例
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
 


	19. アナロジー(analogy)に基づく議論
プレイヤーとファンの自由な取引
→プレイヤーは利益を総取りできる
実際の市場プレイヤーの自由な取引
→一部の市場プレイヤーも利得を総取りできる
→ではどのように批判するべき？
-経済的不平等はよくないという直観は批判にならない
-アナロジーは失敗しているまたは市場の問題を踏まえていない
-個人の所有権の制限に関する積極的な主張が考えられるなど
10.関連する論点としてnotion上の資料3を参照のこと。
GP04:論点：リバタリアニズムを批判するためには？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	20. GP05:分配的正義(2):社会権
福原正人（nonxxxizm@icloud.com）
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